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の
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意
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す
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政
府
は
、
国
際
経
済
情
勢
に
対
応
し
て
、
国
内
金
山
の
復
興
、
金
増
産
の
た
め
の
施
策
を
講
ぜ
ん
と
し
て
い
る
が
、
戰
前 

わ
が
国
の
金
産
出
量
は
、
台
湾
、
朝
鮮
を
含
め
て
年
産
約
五
十
三
ト
ン
（
内
地
だ
け
二
十
六
ト
ン
）
戰
後
年
産
約
四
ト
ン
に
過

ぎ
な
い
。
今
後
、
こ
の
長
年
月
に
わ
た
り
閉
鎖
荒
廃
し
、
資
材
設
備
の
撤
去
さ
れ
た
金
山
を
復
活
し
て
、
予
定
計
画
の
三
箇 

年
十
ト
ン
の
金
増
産
を
確
保
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
思
い
き
つ
た
緊
急
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

輸
出
貿
易
の
振
興
と
併
行
し
て
、
金
の
増
産
こ
そ
わ
が
国
経
済
復
興
上
不
可
欠
の
問
題
で
あ
る
が
、
併
し
乍
ら
政
府
の
対 

策
は
、
見
返
資
金
の
活
用
等
、
既
設
の
大
金
山
本
位
で
あ
つ
て
、
中
小
金
山
の
復
興
開
発
に
対
し
て
は
熱
意
が
な
く
、
は
な 

は
だ
遺
憾
で
あ
る
。
そ
こ
で
主
と
し
て
中
小
金
山
の
開
発
に
対
し
て
質
問
す
る
。 

一 

金
山
整
備
以
来
数
箇
年
、
ほ
と
ん
ど
坑
道
坑
内
は
崩
壊
の
現
状
で
、
有
望
周
知
な
金
山
の
旧
坑
取
明
け
こ
そ
金
山
開
発 

の
第
一
歩
で
あ
る
。
従
つ
て
探
鉱
奬
励
金
の
下
付
こ
そ
新
た
な
る
坑
道
の
開
さ
く
よ
り
旧
坑
取
明
け
に
重
点
を
置
く
べ
き 

で
は
な
い
か
と
思
う
が
如
何
。 

、

金
山
復
興
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

、 
 

三 

 



 

四 
二 
金
山
開
発
の
金
融
問
題
に
つ
い
て
は
、
見
返
資
金
は
大
金
山
に
の
み
重
点
的
に
融
通
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
小
金
山
へ 

の
金
融
措
置
に
つ
い
て
は
如
何
な
る
具
体
案
が
あ
る
か
。 

三 

靑
化
製
練
場
、
浮
遊
選
鉱
場
の
設
備
に
対
す
る
助
成
方
針
は
勿
論
で
あ
る
が
、
砂
金
、
鉱
滓
等
の
物
理
的
貧
鉱
の
選
鉱 

処
理
こ
そ
新
た
な
る
課
題
と
し
て
積
極
的
に
助
成
奬
励
の
方
針
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
如
何
。 

四 

金
価
格
引
上
げ
の
実
施
は
速
や
か
に
な
す
べ
き
で
あ
り
、
又
運
送
賃
の
割
引
措
置
を
急
速
に
実
施
す
べ
き
も
の
と
思
う 

が
、
そ
の
対
策
如
何
。 

五 

税
金
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
に
対
す
る
特
免
は
在
来
通
り
で
結
構
で
あ
る
が
、
地
方
税
に
お
い
て
は
坑
道
に
対 

す
る
固
定
資
産
税
の
賦
課
、
鉱
山
税
、
鉱
区
税
等
は
産
金
奬
励
上
充
分
考
慮
是
正
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
所 

見
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 
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